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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月29日(2012.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷被覆物としての使用のための器官培養されている皮膚同等物を保存する方法であっ
て、
　上記器官培養されている皮膚同等物、及び包装容器を準備すること、
　上記皮膚同等物の処理を行って、上記皮膚同等物中の細胞を成育不能にすること、並び
に
　上記皮膚同等物の包装を行って、包装されている皮膚同等物を準備することを包含して
いる、方法。
【請求項２】
　上記処理の工程は、上記皮膚同等物を無菌状態及び成育不能にするための、上記皮膚同
等物に対する放射線照射を包含している、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記放射線照射はガンマ線照射を用いて行われる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　上記処理の工程は、上記皮膚同等物中の細胞を成育不能にする条件における上記皮膚同
等物の乾燥を包含している、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　上記乾燥は真空乾燥及び凍結乾燥からなる群から選択される方法によって行われる、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　上記処理は包装の前に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　上記処理は包装の後に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　上記処理は、上記皮膚同等物を構成している細胞を成育不能にする条件における上記皮
膚同等物の乾燥、及び上記皮膚同等物を無菌状態にする条件における上記皮膚同等物に対
する放射線照射を包含している、請求項１に記載の方法。
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【請求項９】
　上記乾燥の工程が上記包装の前に行われ、上記放射線照射の工程が上記包装の工程の後
に行われる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　上記器官培養された皮膚同等物はＮＩＫＳ細胞を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　上記ＮＩＫＳ細胞は抗菌ポリペプチドをコードしている外来性の核酸配列を含んでいる
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　上記抗菌ポリペプチドは、ヒトβ－ディフェンシン１、ヒトβ－ディフェンシン２、ヒ
トβ－ディフェンシン３及びカテリシジンからなる群から選択される、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　上記抗菌ポリペプチドは、表面抽出溶液の１ミリリットル当たり１０から５００ｎｇの
抗菌ポリペプチドの量として供給されている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　上記皮膚同等物が湿潤な皮膚同等物の５０％未満の最終的な重量まで乾燥させられる、
請求項４に記載の方法。
【請求項１５】
　再び湿潤状態になった後の上記皮膚同等物は、２０から３００の初期のＤＰＭ値、及び
５から４００の変化するＤＰＭ値を有している、請求項４に記載の方法。
【請求項１６】
　再び湿潤状態になった後の上記皮膚同等物は０．１から５．０ＭＰａの引張り強度を有
している、請求項４に記載の方法。
【請求項１７】
　上記包装容器はヒートシール可能である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　請求項１に記載の方法によって作製されている、包装されているヒト皮膚同等物。
【請求項１９】
　請求項８に記載の方法によって作製されている、包装されている無菌のヒト皮膚同等物
。
【請求項２０】
　単離されている成育不能なインビトロのヒト皮膚同等物を含んでいる、組成物。
【請求項２１】
　上記皮膚同等物は無菌である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　上記無菌の皮膚同等物は放射線照射されている、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　上記皮膚同等物は乾燥されている、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２４】
　皮膚同等物は湿潤な皮膚同等物の重量の５０％未満の重量を有している、請求項２０に
記載の組成物。
【請求項２５】
　上記皮膚同等物はＮＩＫＳ細胞を含んでいる、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２６】
　上記ＮＩＫＳ細胞は、外来性のポリペプチドをコードしている外来性の核酸配列を含ん
でいる、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　上記外来性のポリペプチドは抗菌ポリペプチドである、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
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　上記抗菌ポリペプチドは、ヒトβ－ディフェンシン１、ヒトβ－ディフェンシン２、ヒ
トβ－ディフェンシン３、カテリシジン、及びそれらの組合せからなる群から選択される
、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　上記抗菌ポリペプチドは、表面抽出溶液の１ミリリットル当たり１０から５００ｎｇの
抗菌ポリペプチドの量として供給されている、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　再び湿潤状態になった後の上記皮膚同等物は、２０から３００の初期のＤＰＭ値、及び
５から４００の変化するＤＰＭ値を有している、請求項２４に記載の組成物。
【請求項３１】
　再び湿潤状態になった後の上記皮膚同等物は、０．１から５．０ＭＰａの引張り強度を
有している、請求項２４に記載の組成物。
【請求項３２】
　包装されている、請求項２０に記載の組成物。
【請求項３３】
　創傷を処置するために、上記皮膚同等物が当該創傷に接触する条件において、上記皮膚
同等物が当該創傷に対して使用される、請求項２０に記載の組成物。
【請求項３４】
　上記皮膚同等物は上記創傷に一時的に使用される、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
　請求項２０に記載の皮膚同等物を収納している包装容器を含んでいる、キット。
【請求項３６】
　上記皮膚同等物は約１ヶ月から約６ヶ月の保存期間を有している、請求項３５に記載の
キット。
【請求項３７】
　インビトロにおいて器官培養されており、単離されている成育不能な皮膚同等物を含ん
でいる組成物であって、当該皮膚同等物は湿潤な皮膚同等物の重量の５０％未満の重量を
有している、組成物。
【請求項３８】
　上記皮膚同等物は、上記皮膚同等物に必須の細胞によって発現される少なくとも１つの
外来性の抗菌ポリペプチドを含んでいる、請求項３７に記載の組成物。
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